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うるさい時には
苦情と抗議の
電話をかけよう！

　
定
期
代
議
員
総
会
は
、
今
年
度
も
昨

年
度
同
様
、
書
面
審
査
に
よ
る
総
会
と

し
て
議
案
を
諮
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
支
部
役
員
の
皆
様
は
、

議
決
権
行
使
書
の
回
収
大
変
ご
苦
労
様

で
し
た
。
５
月
８
日
書
面
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
の
議
案
が
提
案
の
通
り
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
代
議
員
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、
第
61
回
定
期
代
議
員

総
会
が
終
了
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
書
面
審
査
に
よ
る
開
催
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

              

　功
労
者
表
彰

　
厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
役
員

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
献
身
的
に
活

動
さ
れ
、
厚
木
基
地
の
騒
音
被
害
解
消

と
平
和
運
動
の
強
化
発
展
に
努
め
ら
れ

た
、
武
田
峯
男
氏
（
大
和
南
１
支
部
　

２
０
１
１
年
５
月
〜
２
０
２
１
年
５
月

の
10
年
間
）、
二
階
堂
陸
治
氏
（
大
和
中

支
部
　
２
０
１
１
年
５
月
〜
２
０
２
０

年
９
月
の
９
年
４
か
月
間
）
の
お
二
人

を
功
労
者
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、
第
61

回
定
期
代
議
員
総
会
で
表
彰
し
ま
し
た
。
　
こ
の
度
、
厚
木
爆
同
結
成
60
周
年
記

念
誌
が
完
成
し
ま
し
た
。
厚
木
爆
同
の

60
年
の
歴
史
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
支
部
長
ま
た
は
、
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
朝
日
新
聞
に
「
記
念
誌
」
の

記
事
が
載
り
、
そ
れ
を
読
ん
だ
会
員
以

外
の
方
か
ら
ぜ
ひ
欲
し
い
と
希
望
す
る

連
絡
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の

コ
メ
ン
ト
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

☆
こ
の
度
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
記

事
を
見
て
記
念
誌
を
ぜ
ひ
拝
読
し
た
く

ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
。
私
自
身
は
地

方
の
出
身
で
す
が
、
以
前
、
妹
が
大
和

市
に
住
ん
で
い
た
時
に
遊
び
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
部
屋
の
中
に
も
響
く
爆
音
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
環

境
で
暮
ら
し
て
い
る
方
々
の
大
変
さ
を

思
い
、
そ
れ
に
対
し
て
改
善
す
べ
く
国

や
自
治
体
に
働
き
か
け
を
続
け
て
い
る

皆
様
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
記

念
誌
を
拝
読
し
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
横
浜
市
Ａ
さ
ん
）

　
昨
年
に
続
き
今
年
の
代
議
員
総
会
も

書
面
に
よ
る
議
決
と
い
う
こ
と
で
残
念

な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
特
に
今
年
は
総
会
後
に
厚
木
爆
同
結

成
60
周
年
の
記
念
式
典
を
予
定
し
て
い

た
の
で
な
お
の
事
残
念
な
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
厚
木
爆
同
は
60
年
間
、
静
か
な
空
と

安
全
・
安
心
な
生
活
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
艦
載
機
の
移
転
で
基
地
機

能
の
整
理
縮
小
が
進
む
も
の
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
逆
に
空
い
た
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
す
る
か
の
よ
う
に
新
し
い
訓
練

が
次
々
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
行
わ
れ
て
い
る
訓
練
は
、
規
模
や

内
容
が
全
く
知
ら
さ
れ
な
い
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ

【
化
学
・
生

物
・
放
射
線
・

核
】
訓
練
で

す
。
２
月
か

ら
始
ま
り
９

月
い
っ
ぱ
い
ま
で
の
８
か
月
間
に
わ
た

る
長
期
の
訓
練
で
人
員
は
全
員
米
国
本

土
か
ら
直
接
厚
木
基
地
に
配
置
さ
れ
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
日
本
各

地
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
米
軍
人
は
例
外
的

に
制
限
な
し
で
の
入
国
は
私
た
ち
は
大

き
な
不
安
を
覚
え
ま
す
。

　
代
議
員
総
会
の
書
面
に
よ
る
議
決
で

は
、
す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
、
新
し
い
役
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
２
０
２
１
年
度
も
新
役
員
が
中
心

と
な
っ
て
新
た
な
運
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
新
年
度
も
課
題
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

担　当
委 員 長
副委員長
〃
〃

書 記 長
書記次長
総務部長
組織部長
情宣部長
調査部長
会計（一般）
会計（特別）
会計監査
〃

特別執行委員
〃
顧問
〃

   氏　　名
石郷岡 忠男
高 久 　 保
森 　 謙 治
日朝　志郎
荻窪　幸一
大谷　直樹
越川　好昭
大谷　直樹
貝津　正孝
山本　健治
瀬野　壽伸
齋藤　孝幸
川村　政枝
遠藤　健一
大波　修二
齋藤　昌民
平岡　幸雄
中川　敦至

所属支部
綾　　瀬
座　　間
大 和 中
海 老 名
大和北1
大 和 中
綾　　瀬
大 和 中
綾　　瀬
町　　田
大和南2
大 和 中
綾　　瀬
大和北1

第五次原告団団長
第五次原告団事務局長
海 老 名
大 和 中

（兼任）

（新）

（新）

（新）

（新）

第
61
回
定
期
代
議
員
総
会

         

書
面
審
査
に
て
開
催

新
た
な
ス
タ
ー
ト 

新
役
員
を
中
心
に

               

新
た
な
運
動
の
展
開
を 

厚
木
爆
同
委
員
長

　石
郷
岡 

忠
男

厚
木
爆
同
結
成
60
周
年
記
念
誌
完
成

会
員
希
望
者
に
頒
布

　会
員
以
外
の
方
の
希
望
も
寄
せ
ら
れ
る

結成 60周年を記念して作成された刊行物

会
員
の
み
な
さ
ん
の
声
を
募
集
し
ま

す
。
厚
木
爆
同
と
の
関
わ
り
、
厚
木

基
地
へ
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

⎝⎛

⎠⎞

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
生
活
の
た

め
、
最
近
の
外
出
は
犬
の
お
散
歩
く

ら
い
で
あ
る
。
散
歩
中
、
知
り
合
い

の
高
齢
女
性
に
会
っ
た
ら
、「
外
に

出
る
と
感
染
が
心
配
だ
け
ど
家
に
籠

も
っ
て
い
る
と
認
知
症
が
怖
い
の

よ
。」
と
言
わ
れ
、
確
か
に
そ
う
だ

と
納
得
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
日
、
轟
音
に
空
を
見

上
げ
る
と
手
が
届
き
そ
う
な
と
こ
ろ

を
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
た
。
こ
の
光

景
見
た
こ
と
あ
る
、
と
思
っ
た
。
放
課

後
の
校
庭
、
あ
ま
り
の
轟
音
に
そ
こ
に

い
た
子
ど
も
た
ち
は
皆
、
遊
び
を
止
め

て
空
を
見
上
げ
た
。
40
年
以
上
前
、
小

学
生
の
と
き
だ
。

　
そ
れ
か
ら
飛
行
差
し
止
め
を
求
め
て

何
度
も
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
未

だ
飛
行
機
は
空
を
自
由
に
飛
ん
で
い

る
。国
は
防
音
工
事
を
し
て
く
れ
た
が
、

３
６
５
日
そ
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
コ
ロ
ナ
自
粛
で
は

ス
ト
レ
ス
や
筋
力
低
下
が
問
題
だ
と

い
う
話
が
出
る
の
に
、
う
る
さ
い
な

ら
防
音
の
部
屋
で
過
ご
せ
ば
よ
い

と
、
何
故
思
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
　

　
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
マ
ス
ク
な
し

で
集
え
る
日
を
待
つ
と
共
に
、
窓
を

開
け
静
か
な
空
の
下
、
生
活
で
き
る

日
が
来
る
こ
と
を
、
心
か
ら
待
ち
望

む
。

　（
大
和
中
支
部
　
瀧
村
　
ゆ
か
り
）

（
厚
木
爆
同
会
員
の
声
）

《2021・2022 年度》
厚木爆同本部役員厚木爆同本部役員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
昨
年
９
月
に
開
催
を
予
定
し
な
が
ら

延
期
し
て
い
た
結
成
60
周
年
記
念
式
典
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
事
態
が
好
転
し
な
い
た
め
に
開

催
を
断
念
し
ま
し
た
。
先
輩
諸
氏
の
闘
い
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
今
後
の
闘
い
の
前
進
を

図
る
決
意
を
示
す
式
典
に
な
る
は
ず
で
し
た

の
で
、
止
む
を
得
な
い
と
は
言
え
残
念
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
各
支
部
の
役
員
を
通

じ
て
結
成
60
周
年
の
記
念
品
を
進
呈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
60
周
年
記
念
誌
を

発
行
し
ま
し
た
の
で
、
ご
希
望
さ
れ
る
方
は

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
式
典
で
は
、
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々

の
特
別
表
彰
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
式

典
の
中
止
に
よ
り
個
別
及
び
執
行
委
員
会
の

中
で
の
表
彰
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
名
前
の
み
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

15
年
以
上
に
わ
た
り
、
会
費
集
金
並
び
に
会

報
配
布
に
現
在
ま
で
活
動

　
　
中
道
　
輝
美
　
　
　
つ
き
み
野
班

　
　
小
野
　
清
輝
　
　
　
西
鶴
間
班

　
　
松
本
　
良
一
　
　
　
む
さ
し
の
会
班

　
　
小
菅
　
憲
邦
　
　
　
中
央
５
丁
目
班

　
　
相
澤
　
義
昭
　
　
　
座
間
２
班

　
　
大
波
　
修
二
　
　
　
銀
杏
会
班

　
　
荻
窪
　
幸
一
　
　
　
南
林
間
Ａ
班 

　
　
矢
澤
　
洋
二
　
　
　
桜
ヶ
丘
Ｂ
班 

　
　
斎
藤
　
昌
民
　
　
　
海
老
名
支
部

30
年
以
上
に
わ
た
り
、
執
行
委
員
と
し
て
現

在
ま
で
活
動

　
　
大
波
　
修
二
　
　
　
銀
杏
会
班

　
　
荻
窪
　
幸
一
　
　
　
南
林
間
Ａ
班 

　
　
矢
澤
　
洋
二
　
　
　
桜
ヶ
丘
Ｂ
班 

　
　
金
子
　
豊
貴
男
　
　
相
模
原
支
部

　
　
斎
藤
　
昌
民
　
　
　
海
老
名
支
部

　
式
典
に
向
け
て
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
名
前
の
み
紹
介
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　
　
大
和
市
長
　
　
大
木
　
哲

　
　
綾
瀬
市
長
　
　
古
塩
　
政
由

　
　
海
老
名
市
長
　
内
野
　
優

　
　
座
間
市
長
　
　
佐
藤
　
弥
斗

　
　
相
模
原
市
長
　
本
村
　
賢
太
郎

　
　
藤
沢
市
長   

　
鈴
木
　
恒
夫

の
行
動
計
画
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
呼
び
か
け
ま
す
。

　
６
月
10
日
（
木
）
17
時
〜
　
高
座
渋
谷
駅

西
口

　
７
月
５
日
（
月
）
14
時
〜
　
大
和
駅
西
口

　
８
月
28
日
（
土
）
16
時
〜
　
厚
木
基
地
北
側

フ
ェ
ン
ス

　
９
月
17
日
（
金
）
17
時
〜
　
大
和
駅
北
口

　
防
衛
省
南
関
東
防
衛
局

は
、
１
月
28
日
、
米
国
本

土
か
ら
米
陸
軍
部
隊
が
来

日
し
、
２
月
５
日
〜
９
月

30
日
の
８
か
月
間
、
米
国

海
軍
厚
木
基
地
（
綾
瀬
市
・

大
和
市
）
で
　「
化
学
・
生

物・放
射
線・お
よ
び
核
（
Ｃ

Ｂ
Ｒ
Ｎ
）」
の
訓
練
を
行
う

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

　
こ
の
演
習
は
、
核
兵
器

な
ど
の
大
量
破
壊
兵
器
を

使
用
し
た
実
働
演
習
で
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
、
化
学

兵
器
禁
止
条
約
な
ど
、
す

べ
て
禁
止
さ
れ
た
国
際
法

違
反
の
兵
器
で
あ
り
、
そ

の
使
用
を
想
定
し
た
演
習

は
、
こ
れ
ら
国
際
法
の
理

念
に
真
正
面
か
ら
挑
戦
し
、
否
定
す
る
行
為

で
す
。
こ
の
よ
う
な
訓
練
は
同
基
地
で
過
去

に
例
が
な
く
、
基
地
周
辺
住
民
に
不
安
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
　
日
本
政
府
は
、
米
軍
か

ら
「
危
険
物
は
持
ち
込
ま
な
い
」
と
言
わ
れ

て
い
る
　
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
以
上
追
及
も

で
き
ず
、
米
軍
の
言
い
な
り
で
す
。「
日
本
国

民
の
安
心
安
全
の
生
活
は
不
在
」
の
「
日
米

同
盟
軍
事
強
化
優
先
政
治
」と
言
え
ま
す
。今
、

基
地
周
辺
の
住
民
が
最
も
お
び
え
て
い
る
の

は
、「
万
が
一
」
敵
国
と
交
戦
状
態
に
な
っ
た

と
き
、
こ
の
厚
木
基
地
が
最
初
の
攻
撃
目
標

に
な
り
、
私
た
ち
周
辺
住
民
が
犠
牲
に
な
る

こ
と
で
す
。
県
や
自
治
体
も
厚
木
基
地
で
の

米
陸
軍
部
隊
の
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
、
こ

れ
以
上
の
詳
細
な
訓
練
内
容
や
規
模
な
ど
、

一
切
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
ま
ま
受
け
入

れ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
「
日
米
同
盟
」
の
現

況
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
厚
木
爆
同
他
関
連
４
団
体
は
、
基

地
周
辺
に
お
け
る
監
視
行

動
、
抗
議
行
動
を
強
化
し
、

こ
の
よ
う
な
危
険
な
訓
練

が
８
か
月
間
同
基
地
内
で

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
る
た
め
、
小
田
急
沿

線
の
大
和
駅
、
桜
が
丘
駅
、

高
座
渋
谷
駅
の
各
駅
頭
で

街
頭
宣
伝
を
実
施
し
ま

す
。
そ
し
て
、「
菅
政
権
の

戦
争
の
で
き
る
国
づ
く

り
」
の
下
で
「
日
米
同
盟

強
化
」、
基
地
機
能
強
化

が
着
々
と
こ
こ
ま
で
進
行

し
て
い
る
現
実
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
厚
木
爆
同
の
活

動
に
、
関
心
が
あ
り
協
力

い
た
だ
け
る
方
々
、
以
下

担　当
委 員 長
副委員長
〃
〃

書 記 長
書記次長
総務部長
組織部長
情宣部長
調査部長
会計（一般）
会計（特別）
会計監査
〃

特別執行委員
〃
顧問
〃

   氏　　名
石郷岡 忠男
高 久 　 保
森 　 謙 治
日朝　志郎
荻窪　幸一
大谷　直樹
越川　好昭
大谷　直樹
貝津　正孝
山本　健治
瀬野　壽伸
齋藤　孝幸
川村　政枝
遠藤　健一
大波　修二
齋藤　昌民
平岡　幸雄
中川　敦至

所属支部
綾　　瀬
座　　間
大 和 中
海 老 名
大和北1
大 和 中
綾　　瀬
大 和 中
綾　　瀬
町　　田
大和南2
大 和 中
綾　　瀬
大和北1

第五次原告団団長
第五次原告団事務局長
海 老 名
大 和 中

結
成
60
周
年

厚
木

爆
同

記
念
誌
発
行

功
労
者
表
彰

会
員
全
員
に
記
念
品

恐怖の核戦争想定の米国陸軍実戦部隊が厚木基地に！

滑走路南側でＣＢＲＮ訓練抗議行動

大和駅前街宣行動

ＣＢＲＮ訓練反対闘争

特別表彰　執行委員会において表彰状授与


